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日本環境保全が超小型開発

超小型溶融炉筈用の
ゴミ処理シスプム

セ

ラ

ミ

ッ
ク
ス
製

薦
度
C
に
耐
え
る

日
本
環
境
保
全
（
茨
城
県
牛
久
市
上
柏
田
4
の
1
の
ー、
社
長
杉
山
静
素
氏、
6
0
2
9
7.
7
4.
4
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は、
超
小
型
溶
融
炉
を
使
用
し
た
ゴ
ミ
処
理
シ
ス
テ
ム
「
J
B
o
|
0
2
1」
の
開
発
に
成
功
し
た。

シ
ス
テ
ム
に
は
三
種
類
の
耐
高
温
焼
却
炉
を
そ
ろ
え
た。
特
に
処
理
の
最
終
段
階
に
使
わ
れ、
シ
ス
テ
ム
の
か

な
め
と
な
る
溶
融
炉
は、
初
め
て
二
千
二
百
度
C
の
高
湿
に
も
酎
え
ら
れ
る
セ
ラ
ミッ
ク
ス
製
の
炉
駆
素
材
を

開
発、
採
用
し
た。
こ
れ
ら
に
よ
り、
ゴ
ミ
焼
却
に
お
け
る
最
大
の
難
点
と
さ
れ
て
き
た
重
金
属
類
や
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
な
ど
有
害
化
合
物
の
無
害
化
を
実
現
し
た
の
が
最
大
の
特
徴。
「
三
千
人
か
ら
出
る
ゴ
ミ
処
理
を
わ
ず

か
八
百
平
方
認
規
模
の
敷
地
に
設
置
で
き
る」
（
杉
山
社
長）
の
も
ざ
ん
新
な
点
だ。
価
格
も
従
来
タ
イ
プ
の

三
分
の一
程
度
に
抑
え
た
と
い
う。

は
建
材・
骨
材
と
し
て
利
用
で
き
る。

ま
た、
超
高
湿
溶
融
を
可
能
と
し
た

た
め、
従
来
の
よ
う
に
焼
却
灰
の
溶

融
過
程
で
中
和
剤
を
使
う
必
要
が
な

く
なっ
た。
こ
の
た
め
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
な
ど
有
害
化
合
物
の
発
生
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
た。

各
焼
却
炉
で
燃
焼
に
よ
っ
て
生
じ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
熱
交
換
器
に
よ
っ

廃
泥
や
タ
イ
ヤ・
ゴ
ム
類
の
焼
却
で

誓
処
理
シ
ス
テ
ム
「
J
B
0
ー

発
生
す
る
重
油
を
収
集
し、
ロ
ー
タ―

0
2
1」
は、
焼
却
炉
と
し
て
自
動

リ
ー
キ
ル
ン
焼
却
炉
や
溶
胆
炉
の
燃

車、
テ
レ
ビ、
冷
蔵
庫
な
ど
の
粗
大

料
と
し
て
再
利
用
す
る。

ゴ
ミ
焼
却
炉、
ゴ
ム
製
品
や
農
業
用

第一
号
シ
ス
テ
ム
が
近
く
茨
城
県ー

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な
ど
の
タ
イ
ヤ．

鹿
島
町
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

ゴ
ム
類
焼
却
炉、
生
ゴ
ミ、
紙
お
む

っ
て
い
る。

つ
な
ど
の
ロ
ー
タ
リ
ー
キ
ル
ン
式
焼

却
炉
の
三
種
類
が
あ
る。
処
理
能
力

は
日
量
約
五
十
此゚

超
小
型
溶
融
炉
で
は、
各
焼
却
炉

か
ら
き
た
焼
却
灰
を
五
分
の一
ほ
ど

に
減
容
し、
ス
ラッ
ジ
（
残
存
物）

有
害
化
合
物
を
無
害
化


